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ホストファミリーとアクセサリーづくりの体
験をした鐚高生。右から２人目が同行した
高屋敷梢先生。「この研修に参加したくて鐚
巻高校に入りました」との声も聞かれました。
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現地に着いて一番最
初に、街並みや建造物
に感動しました。写真
やテレビで見るような
光景を自分の目で見る
ことができたからで
す。ブドウ畑の広さに

もびっくり。もぎたてのブドウはとてもおいしか
ったです。ホストファミリーとも貴重な時間を過
ごしました。わたしの片言の英語にも耳を傾けて
くれたこと、優しく話しかけてくれたこと、一緒
にランチを作ったことなどとても楽しい思い出で
す。十日間は印象深いものばかり。この感動を自
分の大切な財産にします。

この感動は
大切な財産

高家愛美さん（1年）

ドイツ研修は何もか
もが初めての旅でし
た。鐚巻はまだ暑いと
き、ドイツではセータ
ーを着るほど寒い時期
を迎えていました。食

べ物はおいしく、街並みはきれいでした。ワイン
祭りのパレードでは、州知事や市長さんの前を歩
くという予想外の展開でしたが、わたしたち5人は
楽しく「さんさ」を踊ってきました。現地の病院
研修で貴重な体験もできました。絶対にまた行き
たい国ドイツ。今度はおいしいワインをたくさん
飲みたいと思います。

再び訪れたい国
ド　イ　ツ

熊谷有香さん（2年）

わたしがドイツに行
って、日本との違いを
最も大きく感じたのは
学校でした。小学生か
ら高校生くらいまでみ
んな一つの学校に通っ
ていて、その人数の多さに驚きました。また、服
装がとても自由な雰囲気で、日本より明るく感じ
ました。一番驚いたのは生徒達の授業態度でした。
分からないところはすぐ質問し、発言もとても多
い感じでした。「受け身」の日本の生徒とは大きな
違いを感じました。

発言の多い
ドイツの授業

橋場　綾さん（1年）

わたしにとってこの
ドイツ研修への参加は
中学生のころからの夢
でした。異文化との交
流、音楽の勉強、進路
のことなど参加した理
由はたくさんあります。
研修を終え、「英語」と「相手を分かり合おうと

する心」の大切さを身にしみて感じています。美
しい街、伝統の街並みは全て人々の心で守られて
いました。日本との違いはいくつもありますが、
人と人をつなぐ心に距離なんて関係ありませんで
した。十日間で得たものは一生の財産です。

分かり合おうとする
心

林　亜理沙さん（1年）

もちまき こっちにも投げて～

町民まつり
社
体
に
全
員
集
合秋盛りだくさん

オープニングセレモニー

今年初めて会場を社会体育館一つにしての開催。
オープニングセレモニーも盛大

地産地消キャンペーン 町長を探せ 第33回くずまき町民まつりは10月27日と28日

の2日間、町社会体育館と象鼻会館で開かれまし

た。約5000人の来場者は生涯学習フェスティバ

ル、産業まつりや健康福祉まつりなど多彩なイ

ベントを思い思いに楽しみました。

「チラシをたなってコーヒー
牛乳を飲もう！」

鈴木町長を見つけた人に
町の特産品プレゼント

大演芸会「わらすの部」

町民まつり

秋盛りだくさん
鐚巻保育園児の遊技

丸太切り大会

「あ～疲れるゥー。やるって言わなきゃ
良かったかな」と意外にも体力勝負。

読み聞かせ会

おはなしの世界へ集中。講習を
終了したボランティアの皆さん大活躍。


